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【中学校卒業時のめざす生徒像】 

○ 自分の役割を自ら果たそうとする生徒 

     

【授業仮説】 

○  自己肯定感を高める授業を継続して行うことで，自分の力を発揮し，それぞれの生活の場で自ら

責任をもって役割を果たそうとする姿につながっていくであろう。 

 

【研究の経過】 

本学級では，これまでの研究で，自己肯定感を自尊感情をはぐくむ際に肯定的に働く感情ととらえ，

自尊感情を育む授業づくりを行うことで，自己肯定感が高まっていくのではないかという仮説を立てた。

自尊感情には基本的自尊感情と社会的自尊感情があるとし，日々の授業のなかで，教科等の特性を生か

しながら繰り返し実践していった。この実践の過程において，児童生徒の自発的・意欲的な言動が多く

みられるようになってきた。この成果に至るまでの授業実践を整理していくと，次の 5つのポイントが

自己肯定感を高めるために有効な視点であることが明らかになった。 

（１）児童生徒が意欲・興味・関心のある教材（題材）を設定すること。 

（２）うまくいかないことをやり遂げる現実度を上げること。 

（３）活動量・活動の主導権を児童生徒の実態を考慮して適切に配置すること。 

（４）ほめる・認める場面を設定すること。 

（５）集団の力を活用すること。 

 また，課題として達成感を感じるためのゴールイメージの明確化，賞賛や応援などの言葉かけの精選，

自己肯定感に対する評価などがあげられた。 

今年度はこれらの視点を取り入れた授業実践を積み重ね，継続して授業モデルの開発を行うとともに，

児童生徒の様子を体系的に整理し，評価の方法を検討していく。 

 

【基本的な考え方】 

近年，学校教育においては，複雑化，多様化していく社会の中で，自ら様々な課題の解決を図り，主

体的に周囲と関わっていくための力を育てていくことが求められるようになっている。そうした力の基

礎となっているのが，周囲の他者との関係の中で，自分が価値ある存在であることや自分の存在を大切

に思う気持ちである自己肯定感である。学校教育の中で，児童生徒の自己肯定感を高めていくことが求

められている。        

特別支援教育においても，障害のある児童生徒の自己肯定感を高めることにつながっていく指導の手

だての検討が求められる。 

特別支援学級で学ぶ児童生徒の状況を見ると，これまで経験のないことや困難なことに出会った時，

不安や自信のなさから，課題に対して消極的な行動になることが見られている。その結果，自分が何を

どこまでできる力を持っているのか，課題に取り組む中でどう解決を図ればよいのか自信が持てないま

ま過ごし，持っている力を十分発揮する経験を積まないまま学校生活を送っていることも見られる。 

小学校から中学校の９年間は，様々な問題を乗り越えて生きていくために必要な知識や技能等を基礎

的な段階から定着・活用する段階へと継続して積み重ねていく時期であり，自己肯定感についても継続



的に形成していく重要な期間だと考える。 

そこで，特別支援学級で学ぶなかで，９年間を通して様々な力を積み上げていくことにより，自己肯

定感を高め，生活や学習の場で自分の役割を自ら果たそうとする児童生徒を育てていきたいと考えた。 

児童生徒のこれまで経験してきた学校生活におけるそれぞれの実態や発達段階などを考慮し，活動や

行動上の目標を一人一人に具体的に提示したり，自分で目標を立てさせたりすることを通して，目標達

成による成功体験や達成感を得る機会を多く経験できるようにしていきたい。また，個人の経験だけで



                                  

【本年度の研究計画】 

 １ 目的 

  これまでの成果と課題をふまえ，小学校および中学校の児童生徒の実態応じた授業づくりを研究仮

説の構造図をもとに進めていきながら，めざす生徒像の具現化を図る。 

２ 方法 

つぎの点に留意しながら授業づくりをおこなっていく。 

（１） 児童生徒の実態に合わせて成果となる5つのポイントを意識した授業づくり 

   成果としてあげられた5つのポイントは平素の授業造りにおいても重要であるが，小学校，中学

校の児童生徒の実態から特に重点的に取り組むべき点をしぼり授業づくりにいかしていく。 

（２） ゴールイメージを明らかにするとともに，どこで評価するのかを児童生徒へもわかりやすくし 

た授業づくり 

   個々の児童生徒に対してどのような力をつけていくのかを明確にしながら，その時間におけるゴ

ールイメージを児童生徒がもつことができるようにするとともに，それが評価につながるように

する。 

（３） 自己肯定感をどう客観的に見取っていくか，その方法の模索，検討。 

   授業における取り組みをおこなっていくなかで，実態としての評価や成果としての評価をどのよ

うに行っていくかを検討する。児童生徒の実態に応じて自己評価や他者評価などもとりいれてい

く。 

 

これらの授業づくりに関する取り組みは大学とも連携しながら，理論研究および実際的指導場面の

方策などを検討していく。 
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